日 本 は 侵略 国家 で あっ た の か 
田 母 神 俊 雄 (防衛 省 航空 幕僚 長 空 将 ) 


アメ リカ 合衆国 軍隊 は 日 米 安全 保障 条約 に より 日 本 国内 に 駐留 
て いる 。 こ れ を アメ リカ に よる 日 本 侵略 と は 言わ な い 。 二 国 間 で 合意 
され た 条約 に 基づい て いる か ら で あ る 。 我が国 は 戦前 中 国 大 陸 や 朝鮮 
半島 を 侵略 し た と 言わ れる が 、 実 は 日 本 軍 の これ ら の 国 に 対す る 駐留 
も 条約 に 基づい た も の で ある こと は 意外 に 知ら れ て いな い 。 日 本 は 19 
世紀 の 後半 以降 、 朝 鮮 半 島 や 中 国 大 陸 に 軍 を 進め る こと に な る が 相手 
国 の 了承 を 得 な いで 一 方 的 に 軍 を 進め た こと は な い 。 現在 の 中 国政 府 
か ら 「 日 本 の 侵略 」 を 執 拓 に 追求 され る が 、 我 が 国 は 日 清 戦争 、 日 露 
戦争 な ど に よっ て 国際 法 上 合法 的 に 中 国 大 陸 に 権益 を 得 て 、 こ れ を 守 
る た め に 条約 等 に 基づい て 軍 を 配置 し た の で ある 。 こ れ に 対し 、 圧 力 
を か け て 条約 を 無理 矢 理 締結 させ た の だ か ら 条 約 そ の も の が 無効 だ と 
いう 人 も いる が 、 昔 も 今 も 多少 の 圧力 を 伴わ な い 条 約 な ど 存 在 し た こ 
ど - が な い 。 

この 日 本 軍 に 対し 苦 介 石 国民 党 は 頻 筐 に テロ 行為 を 繰り 返す 。 邦 人 
に 対す る 大 規模 な 暴行 、 惨 殺 事 件 も 繰り 返し 発生 する 。 こ れ は 現在 日 
本 に 存在 する 米 軍 の 横田 基地 や 横須賀 基地 な ど に 自衛 隊 が 攻撃 を 仕掛 
米国 軍人 及び その 家族 な ど を 暴行 、 惨 殺す る よう も の で あり 、 と 
て も 許容 で きる も の で は な い 。 こ れ に 対し 日 本 政府 は 辛抱 強く 和平 を 
求 す る が 、 そ の 都度 将 介 石 に 裏切ら れる の で ある 。 実は 将 介 石 は コ 
ミン テル ン に 動か され て いた 。1936 年 の 第 2 次 国共 合作 に より コミ ン 
テル ン の 手先 で ある 毛沢東 共産 党 の ゲリラ が 国民 党 内 に 多数 入り 込ん 
で いた 。 コ ミン テル ン の 目的 は 日 本 軍 と 国民 党 を 戦わ せ 、 両 者 を 疲弊 
させ 、 最 終 的 に 毛沢東 共産 党 に 中 国 大 陸 を 支配 させ る こと で あっ た 。 
我が国 は 国民 党 の 度 重 な る 挑発 に 遂に 我慢 し きれ な く な っ て 1937 年 


Ni 


よう ちょ う 


8 月 15 日 、 日 本 の 近衛 文 摩 内 閣 は 「 支那 軍 の 暴 戻 を 誰 懲 し 以 っ て 南京 
政府 の 反省 を 促す 為 、 今 や 断 平 た る 措置 を と る 」 と 言う 声明 を 発表 し 
た 。 我が国 は 靖 介 石 に より 日 中 戦争 に 引き ずり 込ま れ た 被害 者 な の で 
ある 。 

1928 年 の 張 作 宗 列 車 爆破 事件 も 関東 軍 の 仕業 で ある と 長い 間 言 わ 
れ て きた が 、 近 年 で は ソ連 情報 機関 の 資料 が 発掘 され 、 少 な く と も 日 
本 軍 が や っ た と は 断定 で き な く な っ た 。「 マオ ( 誰 も 知ら な か っ た 毛 沢 
東 )( ユン ・ チ アン 、 講 談 社 )」、「 黄 文雄 の 大 東亜 戦争 青 定 論 ( 黄 文雄 、 
ワッ ク 出 版 )」 及び 「 日 本 よ 、「 歴史 力 」 を 磨け (櫻井 よし こ 編 、 文 藝 
春秋 )」 な ど に よる と 、 最 近 で は コミ ン テ ル ン の 仕業 と いう 説 が 極め て 
有力 に な っ て き て いる 。 昌 日 中 戦争 の 開始 直前 の 1937 年 7 月 7 日 の 應 
溝 橋 事 件 に つい て も 、 こ れ ま で 日 本 の 中 国 侵 略 の 証 み た い に 言 われ て 
きた 。 し か し 今 で は 、 東 京 裁判 の 最 中 に 中 国共 産 党 の 劉 少 奇 が 西側 の 
記者 と の 記者 会 見 で 「 應 溝 橋 の 仕掛 け 人 は 中 国共 産 党 で 、 現 地 指 揮 官 
は この 俺 だ っ た 」 と 証言 し て いた こと が わか っ て いる 「 大 東亜 解放 戦 
争 ( 岩間 弘 、 岩 間 書 店 )」。 も し 日 本 が 侵略 国家 で あっ た と いう の な ら 
ば 、 当 時 の 列強 と いわ れる 国 で 侵略 国家 で な か っ た 国 は どこ か と 問い 
た い 。 よ その 国 が や っ た か ら 日 本 も や っ て いい と いう こと に は な ら な 
い が 、 日 本 だ けが 侵略 国家 だ と いわ れる 筋合い も な い 。 

我が国 は 満州 も 朝鮮 半島 も 台湾 も 日 本 本 土 と 同じ よう に 開発 し よ 
うと し た 。 当 時 列強 と いわ れる 国 の 中 で 植民 地 の 内 地 化 を 図 ろ うと し 
た 国 は 日 本 の み で ある 。 我が国 は 他国 と の 比較 で 言え ば 極め て 穏健 な 
植民 地 統 治 を し た の で ある 。 満 州 帝國 は 、 成 立 当 初 の 1932 年 1 月 に 
は 3 千 万 人 の 人 口 で あっ た が 、 毎 年 100 万 人 以上 も 人 口 が 増え 続け 、 
1945 年 の 終戦 時 に は 5 千 万 人 に 増加 し て いた の で ある 。 満 州 の 人 口 は 
何故 爆発 的 に 増え た の か 。 それは 満州 が 豊か で 治安 が 良かっ た か ら で 
ある 。 侵略 と いわ れる よう な 行為 が 行わ れる と ころ に 人 が 集まる わけ 


が な い 。 農 業 以外 に ほとん ど 産 業 が な か っ た 満州 の 荒野 は 、 わ ず か 15 
年 の 間 に 日 本 政府 に よっ て 活力 ある 工業 国家 に 生ま れ 変 わっ た 。 朝鮮 
半島 も 日 本 統治 下 の 35 年 間 で 1 千 3 百 万 人 の 人 口 が 2 千 5 百 万 人 と 
約 2 倍 に 増え て いる 「 朝 鮮 総督 府 統計 年 鑑 」。 日 本 統治 下 の 朝 鮮 も 豊 
か で 治安 が 良かっ た 証拠 で ある 。 戦後 の 日 本 に お いて は 、 満 州 や 朝鮮 
半島 の 平和 な 暮らし が 、 日 本 軍 に よっ て 破壊 され た か の よう に 言わ れ 
て いる 。 し か し 実際 に は 日 本 政府 と 日 本 軍 の 努力 に よっ て 、 現 地 の 人 々 
は それ まで の 圧政 か ら 解 放さ れ 、 ま た 生活 水準 も 格段 に 向上 し た の で 
ある 。 

我が国 は 満州 や 朝鮮 半島 や 台湾 に 学校 を 多く 造り 現地 人 の 教育 に 
力 を 入れ た 。 道路 、 発 電 所 、 水 道 な ど 生 活 の イン フラ も 数 多く 残し て 
いる 。 ま た 1924 年 に は 朝鮮 に 京城 帝国 大 学 、1928 年 に は 台湾 に 台北 
帝国 大 学 を 設立 し た 。 日 本 政府 は 明治 維新 以降 9 つの 帝国 大 学 を 設立 
し た が 、 京 城 帝 国 大 学 は 6 番目 、 台 北 帝 国 大 学 は 7 番目 に 造ら れ た 。 
その 後 8 番 目 が 1931 年 の 大 阪 帝国 大 学 、9 番目 が 1939 年 の 名 古屋 帝 
国 大 学 と いう 順 で ある 。 な ん と 日 本 政府 は 大 阪 や 名 古屋 より も 先 に 朝 
鮮 や 台 湾 に 帝国 大 学 を 造っ て いる の だ 。 また 日 本 政府 は 朝鮮 人 も 中 国 
人 も 陸軍 士官 学校 へ の 入校 を 認め た 。 戦後 マニ ラ の 軍事 裁判 で 死刑 に 
な っ た 朝鮮 出身 の 洪 思 紗 と いう 陸軍 中 将 が いる 。 こ の 人 は 陸軍 土 宜 学 
校 2 6 期生 で 、 硫 黄 島 で 田 名 を は せ た 上 栗林 忠道 中 将 と 同期 生 で ある 。 
朝鮮 名 の まま で 帝国 陸軍 の 中 将 に 栄進 し た 人 で ある 。 ま た その 1 期 後 
募 に は 金 鍋 源 大 佐 が いる 。 日 中 戦争 の 時 、 中 国 で 大 隊長 で あっ た 。 日 
本 兵 約 1 千 名 を 率い て 何 百 年 も 虐め られ 続け た 元 宗 主 国 の 中 国軍 を 蹴 
散ら し た 。 そ の 軍功 著しい こと に より 天皇 陸 下 の 人 金 賜 勲章 を 頂い て い 
る 。 も ちろ ん 創 氏 改名 な ど し て いな い 。 中 国 で は 落 介 石 も 日 本 の 陸軍 

学校 を 卒業 し 新潟 の 高田 の 連隊 で 隊 付 き 教育 を 受け て いる 。1 期 

後 募 で 将 1 介 石 の 参謀 で 何 応 欲 も いる 。 


李 王 朝 の 最後 の 殿下 で ある 李 志 殿 下 も 陸軍 士官 学校 の 2 9 期 の 卒業 
生 で ある 。 李 志 典 下 は 日 本 に 対す る 人 質 の よう な 形 で 1 0O 歳 の 時 に 日 
本 に 来 ら れる こと に な っ た 。 し か し 日 本 政府 は 殿下 を 王族 と し て 丁重 
に 過 し 、 殿 下 は 学習 院 で 学ん だ あと 陸軍 士官 学校 を ご 卒業 に な っ た 。 
陸軍 で は 陸軍 中 将 に 栄進 され ご 活躍 され た 。 こ の 李 雪 殿下 の お 妃 と な 
られ た の が 日 本 の 梨本 宮 方 子 妃殿下 で ある 。 こ の 方 は 昭和 天皇 の お 如 
候補 で あっ た 高貴 な お 方 で ある 。 も し 日 本 政府 が 李 王 朝 を 潰す つも り 
な ら こ の よう な 高貴 な 方 を 李 雪 典 下 の も と に 嫁 が せる こと は な か っ た 
で あろ う 。 因みに 宮内 省 は お 二 人 の た め に 1930 年 に 新居 を 建設 し た 。 
現在 の 赤坂 プリ ンス ホテ ル 別 館 で ある 。 ま た 清朝 最後 の 皇帝 また 満州 
帝国 皇 両 で あっ た 河 儀典 下 の 弟 君 で ある 湯 傑 自 下 の も と に 嫁 が れ た の 
は 、 日 本 の 華族 喉 峨 家 の 嘘 峨 浩 妃殿下 で ある 。 

これ を 当時 の 列強 と いわ れる 国々 と の 比較 で 考え て みる と 日 本 の 満 
州 や 朝鮮 や 台湾 に 対す る 思い 入れ は 、 列 強 の 植民 地 統 治 と は 全く 違っ 
て いる こと に 気がつく で あろ う 。 イ ギリ ス が イン ド を 占領 し た が イン 
ド 人 の た め に 教育 を 与 る こと は な か っ た 。 イ ンド 人 を イギリス の 土 
官学 校 に 入れ る こと も な か っ た 。 も ちろ ん イギリス の 王室 か ら イ ンド 
に 辺 が 世 る こと な ど 考 えら れ な い 。 て れ は オラ ンダ 、 ラ ラン >^。 アメ 
リカ な どの 国々 で も 同じ こと で ある 。 一 方 日 本 は 第 2 次 大 戦前 か ら 5 
族 協 和 を 唱え 、 大 和 、 朝 鮮 、 漢 、 満 州 、 杜 古 の 各 民 族 が 入り 交じっ て 
仲良 く 暮 ら す こと を 夢 に 描い て いた 。 人 種差 別 が 当然 と 考え られ て い 
た 当時 に あっ て 画 期 的 な こと で ある 。 第 1 次 大 戦後 の パリ 講和 会 議 に 
お いて 、 日 本 が 人 種差 別 搬 廃 を 条約 に 書き 込む こと を 主張 し た 際 、 イ 
ギリ ス や アメ リカ か ら 一 笑 に 付 さ れ た の で ある 。 現在 の 世界 を 見 れ ば 
当時 日 本 が 主張 し て いた と お り の 世界 に な っ て いる 。 

時 間 は 遡る が 、 清 国 は 1900 年 の 義和 団 事件 の 事後 処理 を 迫 ら れ 
1901 年 に 我が国 を 含む 11 力 国 と の 間 で 義和 団 最終 議定書 を 締結 し た 。 


その 結果 と し て 我が国 は 清国 に 駐 兵 権 を 獲得 し 当初 2 600 名 の 兵 を 置 
いた 「 鷹 溝 橋 事 件 の 研究 ( 秦 郁 彦 、 東 京 大 学 出版 会 ))。 また 1915 年 に 
は 勅 世 名 政府 と の 4 ヶ月 に わた る 交渉 の 未 、 中 国 の 言い 分 も 入れ て 、 
いわ ゆる 対 華 21 箇条 の 要求 に つい て 合意 し た 。 こ れ を 日 本 の 中 国 侵 
略 の 始ま り と か 言う 人 が いる が 、 こ の 要求 が 、 列 強 の 植民 地 支配 が 一 
般 的 な 当時 の 国際 常識 に 照ら し て 、 そ れ ほ ど お か し な も の と は 思わ な 
い 。 中 国 も 一 度 は 完全 に 承諾 し 批准 し た 。 し か し 4 年 後 の 1919 年 、 
パリ 講和 会 議 に 列席 を 許さ れ た 中 国 が 、 ア メリ カ の 後押し で 対 華 21 
箇条 の 要求 に 対す る 不満 を 述べ る こと に な る 。 それで も イギリス や フ 
ラン ス な ど は 日 本 の 言い 分 を 支持 し て くれ た の で ある 「 日 本 史 か ら 見 
た 日 本 人 ・ 昭 和 編 (渡部 昇一 、 祥 伝 社 )」。 ま た 我が国 は 北 介 石 国 民 党 
と の 間 で も 合意 を 得 ず し て 軍 を 進め た こと は な い 。 常に 中 国 側 の 承認 
の 下 に 軍 を 進め て いる 。1901 年 か ら 置 か れる こと に な っ た 北京 の 日 本 
軍 は 、36 年 後 の 應 溝 橋 事件 の 時 で さえ 5600 名 に し か な っ て いな い 鷹 
溝 橋 事件 の 研究 ( 秦 郁 彦 、 東 京 大 学 出版 会 j。 こ の と き 北 京 周辺 に は 数 
十 万 の 国民 党 軍 が 展開 し て お り 、 形 の 上 で も 侵略 に は ほど 遠い 。 端 原 
喜 重郎 外務 大 臣 に 象徴 され る 対 中 融和 外交 こそ が 我が国 の 基本 方 針 で 
あり 、 そ れ は 今 も 昔 も 変わ ら な い 。 

さて 日 本 が 中 国 大 陸 や 朝鮮 半島 を 侵略 し た た め に 、 遂 に 日 米 戦争 に 
突入 し 3 百 万 人 も の 犠牲 者 を 出し て 敗戦 を 迎え る こと に な っ た 、 日 本 
は 取り 返し の 付か な い 過 ち を 犯し た と いう 人 が いる 。 し か し これ も 今 
で は 、 日 本 を 戦争 に 引き ずり 込む た め に 、 ア メリ カ に よっ て 慎重 に 仕 
掛け られ た 罠 で あっ た こと が 判明 し て いる 。 実は アメ リカ も コミ ン テ 

ン に 動か され て いた 。 ヴ ェ ノ ナ フ ァ イル と いう アメ リカ の 公式 文書 
が ある 。 米 国 国家 安全 保障 局 'NSA) の ホー ムペ ー ジ に 載っ て いる 。 
膨大 な 文書 で ある が 、 月刊 正論 平成 18 年 5 月 号 に 青山 学院 大 学 の 福 
井 助教 授 (当時 ) が 内 容 を か いつ まん で 紹介 し て くれ て いる 。 ヴ ェ ノ ナ 


ブ プ ァ イル と は 。、 コ ミン テル シン と アメ リカ に いた エー ジェ ント と の 交信 
記録 を まとめ た も の で ある 。 ア メリ カ は 1940 年 か ら 1948 年 まで の 8 
年 間 こ れ を モニ ター し て いた 。 当 時 ソ連 は 1 回 限り の 暗号 書 を 使用 し 
て いた た め ア メリ カ は これ を 解読 で き な か っ た 。 そ こ で アメ リカ は 、 
日 米 戦争 の 最 中 で ある 1943 年 か ら 解 読 作 業 を 開始 し た 。 そ し て な ん 
と 37 年 も か か っ て 、 レ ー ガ ン 政 権 が 出来 る 直前 の 1980 年 に 至っ て 解 
読 作 業 を 終え た と いう か ら 和 驚き で ある 。 し か し 当時 は 冷戦 の 真っ 只 中 
で あっ た た め に アメ リカ は これ を 機密 文書 と し た 。 その後 冷 戦 が 終了 
し 1995 年 に 機密 が 解除 され 一 般 に 公開 され る こと に な っ た 。 こ れ に 
よれ ば 1933 年 に 生ま れ た アメ リカ の フラ ンク リン ・ ル ー ズ ベル ト 政 
権 の 中 に は 3 百人 の コミ ン テ ル ン の スパ イ が いた と いう 。 そ の 中 で 昇 
りつ め た の は 財務 省 ナ ン バ ー2 の 財務 次 官 ハ リー ホワ イト で あっ た 。 
ハリ ー・ ホ ワイ ト は 日 本 に 対す る 最後 通 隊 ハル ・ ノ ー ト を 書い た 絹本 
人 で ある と 言わ れ て いる 。 彼 は ルー ズ ベ ルト 大 統領 の 親友 で ある モー 
ゲン ソー 財務 長官 を 通じ て ルー ズ ベ ルト 大 統領 を 動か し 、 我 が 国 を 日 
米 戦争 に 追い 込ん で いく 。 当時 ルー ズ ベ ルト は 共産 主義 の 恐ろし さ を 
認識 し て いな か っ た 。 彼 は ハリ ー・ ホ ワイ ト ら を 通じ て コミ ン テ ル ン 
の 工作 を 受け 、 戦 闘 機 100 機 か ら な る フラ イン グ タ イガ ー ス を 派遣 す 
る な ど 、 日 本 と 戦う 苦 介 石 を 、 陰 で 強力 に 支援 し て いた 。 真珠 湾 攻 撃 
に 先立つ 1 ヶ月 半 も 前 か ら 中 国 大 陸 に お いて アメ リカ は 日 本 に 対し 、 
隠密 に 航空 攻撃 を 開始 し て いた の で ある 。 

ルー ズ ベ ルト は 戦争 を し な いと いう 公約 で 大 統領 に な っ た た め 、 日 
米 戦 争 を 開始 する に は どう し て も 見 か け 上 日 本 に 第 1 撃 を 引か せる 必 
要 が あっ た 。 日 本 は ルー ズ ベ ルト の 仕掛 けた 罠 に は まり 真珠 湾 攻 撃 を 
決行 する こと に な る 。 さ て 日 米 戦争 は 避け る こと が 出来 た の だ ろう か 。 
日 本 が アメ リカ の 要求 する ハル ・ ノ ー ト を 受け 入れ れ ば 一 時 的 に せよ 
日 米 戦争 を 避け る こと は 出来 た か も し れ な い 。 し か し 一 時 的 に 戦争 を 
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避け る こと が 出来 た と し て も 、 当 時 の 弱肉強食 の 国際 情勢 を 考え れ ば 、 
アメ リカ か ら 第 2, 第 3 の 要求 が 出 て きた で あろ うこ と は 容易 に 想像 
が つく 。 結果 と し て 現在 に 生き る 私 た ち は 白 人 国家 の 植民 地 で ある 日 
本 で 生活 し て いた 可能 性 が 大 で ある 。 文明 の 利器 で ある 自動 車 や 洗 溢 
機 や パソ コン な ど は 放っ て お け ば いつ か は 誰か が 造る 。 し か し 人 類 の 
歴史 の 中 で 支配 、 被 支配 の 関係 は 戦争 に よっ て の み 解 決 さ れ て きた 。 
強者 が 自ら 譲歩 する こと な ど あ り 得 な い 。 戦わ な い 者 は 支配 され る こ 
と に 甘んじ な けれ ば な ら な い 。 

さて 大 東亜 戦争 の 後 、 多 く の ア ジア 、 ア フリ カ 諸 国 が 白人 国家 の 支 
配 か ら 解 放さ れる こと に な っ た 。 人 種 平等 の 世界 が 到来 し 国家 間 の 問 
題 も 話し 合い に よっ て 解決 され る よう に な っ た 。 そ れ は 日 露 戦争 、 そ 
し て 大 東亜 戦争 を 戦っ た 日 本 の 力 に よる も の で ある 。 も し 日 本 が あの 
時 大 東亜 戦争 を 戦わ な けれ ば 、 現在 の よう な 人 種 平等 の 世界 が 来る の 
が あと 百年 、2 百年 遅れ て いた か も し れ な い 。 そう いう 意味 で 私 た ち 
は 日 本 の 国 の た め に 戦っ た 先 人 、 そ し て 国 の た め に 尊い 人 め を 捧げ た 英 
霊 に 対し 感謝 し な けれ ば な ら な い 。 そ の お 陰 で 今日 私 た ち は 平 和 で 豊 
か な 生活 を 営む こと が 出来 る の だ 。 

一 方 で 大 東亜 戦争 を 「 あの 愚 劣 な 戦争 」 な ど と いう 人 が いる 。 戦争 
な ど し な く て も 今日 の 平和 で 豊か な 社会 が 実現 で きた と 思っ て いる の 
で あろ う 。 当時 の 我が国 の 指導 者 は みん な 馬鹿 だ っ た と 言わ ん ば か り 
で ある 。 や ら な く て も いい 戦争 を や っ て 多く の 日 本 国民 の 命 を 奪っ た 。 
話 な っ た 人 は みん な 大 死に だ っ た と 言っ て いる よう な も の で ある 。 
し か し 人 類 の 歴史 を 振り 返 れ ん ば こと は そう 簡単 で は な いこ と が 解る 。 
現在 に お いて さえ 一 度 決 定 さ れ た 国際 関係 を 覆す こと は 極め て 困難 で 
ある 。 日 米 安 保 条 約 に 基づき アメ リカ は 日 本 の 首都 圏 に も 立派 な 基地 
を 保有 し て いる 。 こ れ を 日 本 が 返し て くれ と 言っ て も そう 簡単 に は 返 
っ て こない 。 ロ シア と の 関係 で も 北方 四島 は 6 0 年 以上 不法 に 占拠 さ 


れ た まま で ある 。 竹島 も 韓国 の 実効 支配 が 続い て いる 。 

東京 裁判 は あの 戦争 の 責任 を 全て 日 本 に 押し 付け よう と し た も の 
で ある 。 そ し て その マイ ンド コン トロ ー ル は 戦後 63 年 を 経て も な お 
日 本 人 を 惑わ せ て いる 。 日 本 の 軍 は 強く な る と 必ず 暴走 し 他国 を 侵略 
する 、 だ か ら 自 衛 隊 は 出来 る だ け 動 き に くい よう に し て お こう と いう 
も の で ある 。 自衛 隊 は 領域 の 警備 も 出来 な い 、 人 集団 的 自衛 権 も 行使 出 
来 な い 、 武 器 の 使用 も 極め て 制約 が 多い 、 ま た 攻撃 的 兵器 の 保有 も 禁 
止 さ れ て いる 。 諸 外国 の 軍 と 比べ れ ば 自衛 隊 は 應 字 摘 めで 身動き で き 
な いよ うに な っ て いる 。 こ の マイ ンド コン トロ ー ル か ら 解 放さ れ な い 
限り 我が国 を 自ら の 力 で 守る 体制 が いつ に な っ て も 完成 し な い 。 ア メ 
リカ 信 守 の で も ら う し か な いら 。 アメリカ に た 守 つて も ら え ば 上 且 本 の アメ 
リカ 化 が 加速 する 。 日 本 の 経済 も 、 金 融 も 、 商 慣行 も 、 雇 用 も 、 司 法 
も アメ リカ の シス テム に 近づい て いく 。 改革 の オン パレ ー ド で 我が国 
の 伝統 文化 が 壊さ れ て いく 。 日 本 で は いま 文化 大 革命 が 進行 中 な の で 
は な いか 。 日 本 国民 は 20 年 前 と 今 と で は どちら が 心 安 ら か に 暮らし 
て いる の だ ろう か 。 日 本 は 良い 国 に 向かっ て いる の だ ろう か 。 私 は 日 
米 同盟 を 否定 し て いる わけ で は な い 。 ア ジア 地域 の 安定 の た め に は 良 
好 な 日 米 関係 が 必須 で ある 。 但し 日 米 関 係 は 必要 な と き に 助け 合う 良 
好 な 親子 関係 の よう な も の で ある こと が 望ま し い 。 子 供 が いつ まで も 
親 に 頼り きっ て いる よう な 関係 は 改善 の 必要 が ある と 思っ て いる 。 

自分 の 国 を 自分 で 守る 体制 を 整え る こと は 、 我 が 国 に 対す る 侵略 を 
未然 に 抑止 する と と も に 外交 交渉 の 後ろ 盾 に な る 。 諸 外国 で は 、 ご く 

通 に 理解 され て いる この こと が 我が国 に お いて は 国民 に 理解 が 行き 
届か な い 。 今 な お 大 東亜 戦争 で 我が国 の 侵略 が アジ ア 諸 国 に 耐え が た 
い 苦 し み を 与え た と 思っ て いる 人 が 多い 。 し か し 私 た ち は 多 く の ア ジ 
ア 諸 国 が 大 東亜 戦争 を 青 定 的 に 評価 し て いる こと を 認識 し て お く 必 要 
が ある 。 タイ で 。 ビル マ で 、 イ ンド で ーッ ィ ン シン ン ガ ポー ル で 、 イ ンド ネ シ 


ア で 、 大 東亜 戦争 を 戦っ た 日 本 の 評価 は 高い の だ 。 そし て 日 本 軍 に 直 
接 接し て いた 人 た ちの 多く は 日 本 軍 に 高い 評価 を 与え 、 日 本 軍 を 直接 
見 て いな い 人 た ち が 日 本 軍 の 残虐 行為 を 吹聴 し て いる 場合 が 多い こ 
も 知っ て お か な けれ ば な ら な い 。 日 本 軍 の 軍 紀 が 他国 に 比較 し て 如何 
に 厳正 で あっ た か 多く の 外国 人 の 証言 も ある 。 我が国 が 侵略 国家 だ っ 
た な ど と いう の は 正 に 濡れ 衣 で ある 。 

日 本 と いう の は 古い 歴史 と 優れ た 伝統 を 持つ 素晴らし い 国 な の だ 。 
私 た ち は 日 本 人 と し て 我が国 の 歴史 に つい て 誇り を 持た な けれ ば な ら 
な い 。 人 は 特別 な 思想 を 注入 され な い 限 り は 自分 の 生ま れ た 故郷 や 自 
分 の 生ま れ た 国 を 自然 に 愛す る も の で ある 。 日 本 の 場合 は 歴史 的 事実 
を 丹念 に 見 て いく だ け で この 国 が 実施 し て きた こと が 素晴らし いこ 
で ある こと が わか る 。 嘘 や ね つ 造 は 全く 必要 が な い 。 個別 事象 に 目 を 
向け れ ば 悪行 と 言わ れる も の も ある だ ろう 。 そ れ は 現在 の 先進 国 の 中 
で も 暴行 や 殺人 が 起こ る の と 同じ こと で ある 。 私 た ち は 輝 か し い 日 本 
の 歴史 を 取り 戻さ な けれ ば な ら な い 。 歴史 を 抹殺 され た 国家 は 衰退 の 
ー 途 を 辿る の み で ある 。 


